
 

 

  
 
 

２０２４【全国巡回展】～第４回 kid’s 考古学新聞コンクール

ごあいさつ 
     

 

 

 

この展覧会は、子どもたちの歴史や文化に対する関心を深め、郷土を大切に思うこころ

の育成を願い、 <考える> <調べる> <伝える> を発表する場として生まれました。 

  ご紹介するのは、WEB サイト【全国子ども考古学教室 kids-kouko.com】を見て、感じた

ことや 興味を持ったことを新聞に !  という呼びかけに集まった「第４回 kid’s 考古

学新聞コンクール」（毎年 9 月募集）の作品群です。  

     当館では <小学 5・6 年>部門の応募作品 全１５６点の中から、入賞作品ほか全２７

点をご紹介します。 

WEB サイトではじめて歴史に触れた子ども もいれば、以前から遺跡や古墳、 昔の道具

に興味をもち、どこかで発表したい！ と、うずうずしていた子ども もいました。子ども

たちは、自由な発想でテーマを見つけ、自身が感じたフシギやギモンをよく調べ、「新

聞」を作りました。 

そんな子どもたちの思いをたくさんの方々に知ってもらいたいと、全国の博物館・資料

館の協力を得て、2024【全国巡回展】を開催する運びとなりました。 

ご来館の皆さまには、それぞれの作品をまずは少し離れてご覧いただき、その後、じっ

くりと読んでみてください。 一つひとつの作品に、きっと新しい発見をしていただける

ことと思います。 

最後になりましたが、この巡回展の開催にあたり、ご支援・ご協力を賜りました関係各

位位に厚く御礼申し上げます。そして何より、子どもたちのあふれる好奇心に感謝いたし

ます。 

 

今年も 第５回「kid’s 考古学新聞コンクール」を開催いたします。 

応募期間：9／1（日）～9／30（月） 

小学生のキミ、ぜひ挑戦してください！ たくさんのご応募をお待ちしています。 

 

 

 

kid’s 考古学研究所  所長  深澤 芳樹 

           山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館    

                                          館長  渋谷 孝雄 



丁寧（ていねい）に調べたことを楽しく伝えようという意図
（いと）がしっかり感じられ、編集や情報（じょうほう）を
まとめる力がすぐれていることがわかります。美しく、やさしい
文字で、上手にレイアウトされていて、感心しました。特に、
イラストと写真の選び方・使い方、円グラフを取り入れたとこ
ろがいいです。読む人を楽しませてくれる新聞だと思います。

東京都 東京女学館小学校（応募時6年）

德永 優 さん

５・6年の部





地震（じしん）･洪水（こうずい）･火山噴火（かざんふ
んか）などの自然災害（しぜんさいがい）の跡は、各地の
遺跡（いせき）や古墳（こふん）からみつかっています。
こういう研究で考古学が世の中の役に立つということをもっ
と広く知ってもらいたいと、考古学者たちも思っています。古
代より人間は自然災害と向き合ってきたことを未来（みら
い）に伝え、防災（ぼうさい）につなげていきたいですね。

京都府 京都市立醍醐小学校（応募時6年）

西𦚰 導宣 さん

５・6年の部





まずタイトルに驚（おどろ）かされました。住居や土器、墓
…と、いろいろなものを実際に見て、考察（こうさつ）して、
「想像（そうぞう）してみてください」というのがとても良いと
思います。好奇心（こうきしん）は「考察」するためにとて
も大事なことです。考古学は、見て、しらべて､考える学問
のこと。そのことがわかっているのは、もう考古学者の卵（た
まご）の資格（しかく）があると言ってもいいでしょう。

神奈川県 横浜市立平戸小学校（応募時6年）

高梨 楓恋 さん

５・6年の部





ときには、ふりかえりたい。あなたは今、おそらく人生の節
目（ふしめ）にいる。そして彼は問（と）う。どうして人
間は戦争（せんそう）をするのか？と。ウクライナやイス
ラエル・ガザの記事（きじ）を見るたび、私もおちこみま
す。でも、地上で戦争（せんそう）のない時代があった
のもまた事実（じじつ）です。その時代に平和（へい
わ）を育（そだ）てるヒントが、きっとあるはずですね。

和歌山県 和歌山市立川永小学校（応募時6年）

河野 仁宥 さん

５・6年の部





目からうろこの研究発表です。「尖（とが）った土器の
メリットは何か」—その疑問（ぎもん）に対して仮説を
立て、自分で作って実験してみたのは、とてもすばらしい。
しかも 温度の上昇（じょうしょう）や水のへり方といった
独自（どくじ）の視点（してん）を加えた実験結果は
たいへん勉強になりました。ほんとうに、これは発見です。
グラフと表､写真の使い方もうまく、読みやすかったです。

東京都 羽村市立羽村東小学校（応募時6年）

中村 柚月 さん

５・6年の部





「ポンペイ」と「群馬」の似（に）ている点に目を付けた
発想力（はっそうりょく）がすばらしい！また、タイトルや
キャッチフレーズのつけ方に、センスの良さを感じます。黒
井峯遺跡と金井東裏遺跡の両方を紹介してくれたので、
榛名山（はるなさん）の被害（ひがい）のようすがよく
伝わり、「日本のポンペイ」という表現（ひょうげん）にも
納得（なっとく）しました。写真（しゃしん）やイラスト
の使い方もとても上手で、現地に行ってみたくなりました。

神奈川県 横浜市立市場小学校（応募時5年）

安江 優 さん

５・6年の部





歴史の転換期（てんかんき）にすがたをあらわす代表
的な場所が、岐阜（ぎふ）ではないでしょうか。この新
聞は、この世界を紐解（ひもと）くものです。弥勒寺官
衙遺跡群を知り、人に伝えるためによく調べていますね。
あなたの考えもよくわかり、紙面からあふれでる遺跡愛
（いせきあい）が、たくさんの人に伝わる新聞だと思いま
す。「歴史をつないでいく先生たちみたいになりたい」とい
う言葉（ことば）に、期待（きたい）しています。

岐阜県 関市立安桜小学校（応募時6年）

古田 藍乃介 さん

５・6年の部





「モガリ」という難（むずか）しいテーマに目をつけたところ
がすばらしいですね。ハエからの考察（こうさつ）もわかり
やすく、なるほど！と思える記事（きじ）に、自然（しぜ
ん）と引き込まれました。古代人の考えに近づこうとする
意思（いし）が感じられることも魅力（みりょく）です。
「ハエさん、ありがとう」という気持ちに拍手（はくしゅ）！

京都府 京都市立岩倉南小学校（応募時5年）

池田 悠伊 さん

５・6年の部





春夏秋冬、さまざまな表情（ひょうじょう）をみせる森
将軍塚古墳に何度も出かけたのですね。古墳（こふ
ん）からどういう景色（けしき）がみえるのか、つくる場
所を決める時に大事なことなので、その雄大（ゆうだ
い）な景色（けしき）、眺（なが）めのよさを写真と
言葉で伝えてくれたことが良かったと思います。イラストや
写真を効果的（こうかてき）にレイアウトしているほか、
文字にも工夫（くふう）があって とても楽しい新聞です。

長野県 千曲市立埴生小学校（応募時5年）

掛川 埜維 さん

５・6年の部





実体験（じったいけん）をとおしたレポートは、とてもリア
ルで、読みごたえがありました。しらべる楽しさが苦労（く
ろう）を超（こ）えて実を結（むす）んだと思います。
自分で作ってみるというチャレンジ精神（せいしん）は、
考古学にはとても大事なことです。織物（おりもの）を
つくるのは、たいへんだから貴重（きちょう）です。新聞
の作り方も、年々、メキメキ上手になっていますね。

愛知県 名古屋市立東山小学校（応募時5年）

小榮住 麻晴 さん

５・6年の部





縄文時代の「食」だけでなく、「食」にまつわる情報がよく
わかり、参考（さんこう）になりました。Q＆Aのやりとり
は、低学年の子にもわかりやすく、うまく考えたと思います。
人間がもたらした気候変動（きこうへんどう）で私たち
の暮らしが大きくかわろうとしている今、縄文時代の食や
生活、環境（かんきょう）などをとおして、私たちは「豊
かな生活」とは何かを見つめなおすことが、大事ですね。

京都府 京都市立醍醐小学校（応募時6年）

飯塚 由梨 さん

５・6年の部





新聞のタイトルが、とってもおもしろい！読む人の気持ち
を ”ぎゅぎゅっ“とつかめると思います。古墳（こふん）の
作り方と形（かたち）を紹介（しょうかい）した記事
（きじ）は、イラストの使い方も上手（じょうず）で、わ
かりやすくまとめられています。いろいろなテーマがひろがっ
て、楽しみながらしらべたことが伝（つた）わってきます。
いつか船の上から、五色塚古墳をみてみたいですね。

兵庫県 明石市立鳥羽小学校（応募時5年）

昆 日陽梨 さん

５・6年の部





青谷上寺地遺跡は、弥生時代が地下に保存（ほぞ
ん）された奇跡（きせき）の遺跡（いせき）だと思い
ます。しっかりした文章で、この遺跡のことを誇（ほこ）
りをもって伝えている、そのパワーをまず感じました。人間
の形のデザインをうまく使って紙面を楽しく見せる工夫も
良かったです。パッとみて楽しそうだし、「なにが書いてあ
るんだろう？」 と、だれもが読みたくなる新聞です。

鳥取県 鳥取市立青谷小学校（応募時6年）

山名 穂果 さん

５・6年の部





「マル得」という切り口で古代を見る、というアイデアがす
ばらしいですね！イラストがこんなにうまく描（か）けたら、
こんなに楽しい新聞ができるというお手本です。そして、
縄文・弥生・古墳・奈良という４つの時代のちがいも
ちゃんとわかるし、「知るということが楽しいこと」だとわかり、
そのアピールが紙面からよく伝わってきます。スゴイです！

兵庫県 神戸市立伊川谷小学校（応募時6年）

上田 若菜 さん

５・6年の部





新聞のタイトルデザインがすばらしいです。「権力」「お
墓」「古墳をつくる人」「考え方」について、大昔と今を比
べるという切り口は、おもしろかったです。一見、何のつな
がりもないと思えるものでも、身近なものにおきかえてみ
ると、興味（きょうみ）がどんどんふくらみますね。どこかし
ら「ちがい」をみつけると、いろいろな学びになることをたく
さんの小学生に教えてくれる新聞になっていると思います。

神奈川県 横浜市立新田小学校（応募時6年）

橋本 結花 さん

５・6年の部





タイトルやこみだしのつけ方がすばらしく、読む前から「おもし
ろそう！」って、興味（きょうみ）をひく新聞になっています。
それぞれの内容（ないよう）のなかに気持ちがこめられてい
るし、手書きのイラストもキュートで、ヒスイへの愛がつたわっ
てきました。「ヒスイの旅」の続（つづ）きがまちどおしいです。

新潟県 長岡市立四郎丸小学校（応募時3年）

橋詰 麻央 さん

チャレンジの部





銅鐸（どうたく）だけでも、養蚕（ようさん）だけでも、
１つの新聞になるほどのテーマを両方（りょうほう）あつ
かっていて、スゴイと思いました。レプリカづくりをとおして、
銅鐸のことをよくしらべましたね。「工」をかせと考え、実
際（じっさい）につくってみたのは大事（だいじ）なこと
です。これからも銅鐸の謎（なぞ）をさぐってね。

和歌山県 和歌山市立川永小学校（応募時4年）

チャレンジの部

河野 日香 さん





小学1年生とは思えない視点（してん）ときれいな文字。
こんなに漢字を使いこなして、りっぱな新聞を作っていること
に、まず驚（おどろ）きました。すばらしい！のひと言です。
そして、よく歩き、よくしらべましたね。デザインもインパクト抜
群（ばつぐん）だし、古墳群（こふんぐん）の位置（い
ち）や関係（かんけい）についても、わかりやすかったです。

東京都 豊島区立駒込小学校（応募時1年）

大塚 史翔 さん

チャレンジの部





デザインがすばらしく、ひきつけられました。たんなるアクセ
サリーの紹介（しょうかい）ではなく、アクセサリーが消え
た〔かように見える〕ことに注目（ちゅうもく）したことも、
よかったと思います。結論（けつろん）のところで、とても
重要（じゅうよう）な指摘（してき）をしてくれましたね。
謎（なぞ）はふかまるばかりです。でもそれをしらべること
が考古学、よくしらべました。

鳥取県 鳥取市立久松小学校（応募時4年）

古家 碧人 さん

チャレンジの部





おもしろ～い！トイレは、だれもが必要（ひつよう）な
場所（ばしょ）。古代（こだい）の人はどうしていたの
か、おおくの人が興味（きょうみ）をもつテーマだと思い
ます。イラストも上手だし、トイレのうつりかわりを時計の
ようにデザインしたのも、とてもよいアイデアだと思います。
今のトイレはかいてきで、ありがたさをじっかんしました。

愛知県 扶桑町立山名小学校（応募時２年）

森川 葵 さん

チャレンジの部





古墳（こふん）のかたちは、こんなにたくさんありました。
ひとつひとつ、ていねいに描（えが）いてあります。これほ
どいろいろなかたちの古墳があるのが日本の特徴（とく
ちょう）です。古墳のかたちが、ちがうことを絵（え）にし
て、それぞれの特徴（とくちょう）をよくしらべて、うまく描
（か）き分（わ）けできていると思（おも）います。

兵庫県 明石市立鳥羽小学校（応募時１年）

昆 穂乃梨 さん

チャレンジの部





レイアウトがとても分かりやすくて、みごとです。とくに「たく
さんのごうかなふくそう品」のまとめ方は、イラストと写真
（しゃしん）をうまくに使っていて、すばらしい！「166号
墳にほうむられた人」は、笑顔（えがお）なんですね。
会ってみたくなりました。推しの理由をちゃんと言えて、考
古学的にとりあげている。もう、りっぱな考古学者です。

岐阜県 本巣市立真桑小学校（応募時３年）

菊地 充さん

チャレンジの部





古墳（こふん）はかたちだけでなく、その内部（ない
ぶ）のつくりをみることも大事だということ、そのとおりです。
熊本、茨城、福岡のいろんな装飾古墳（そうしょくこふ
ん）をみて、よくしらべましたね。分布図（ぶんぷず）や
文様（もんよう）紹介（しょうかい）もわかりやすく、ス
ケッチもよかったです。数のランキングやクイズも楽しい！

栃木県 宇都宮市立泉が丘小学校（応募時３年）

藤本 和佳 さん

チャレンジの部





群馬県で出会ったすばらしい古墳（こふん）への感動
（かんどう）がよくつたわってきました。写真（しゃしん）
とイラストをうまく使って、バラエティゆたかな埴輪（はに
わ）の数々をしっかり紹介（しょうかい）できています。
古墳（こふん）をまんなかにおいて、そのまわりで はにわ
の説明（せつめい）をしているアイデアが、すばらしいと
思いました。

京都府 京都市立醍醐小学校（応募時3年）

飯塚 理仁さん

チャレンジの部





あすかは、「こふんやいせきがいっがい」ではなくて、「ふし
ぎがいっぱい」というタイトルをつけたところががいいですね。
また、一基（いっき）の古墳（こふん）にスポットをあて
て、深（ふか）くさぐっているところがとても良かったです。
明日香（あすか）の魅力（みりょく）がぎっしりつまって
いて、明日香に行きたくなるような新聞になっています。

京都府 京都市立醍醐小学校（応募時3年）

西𦚰 大智 さん

チャレンジの部





一乗朝倉氏遺跡に行って、いろんな発見（はっけん）を
しましたね。よく歩き、かんじとったことが写真（しゃしん）
とともに、すなおに書かれていて、よかったです。また、たくさ
んのテーマをそれぞれよくしらべましたね。将棋（しょうぎ）
の駒（こま）の話（はなし）はとてもおもしろかったです。

京都府 京都市立元町小学校（応募時３年）

田鶴 采千 さん

チャレンジの部





たくさんの古墳（こふん）の中から一つをえらんで「推し」
にできたことが、すごいところだと思います。だいすきな古
墳（こふん）の出土品（しゅつどひん）に興味（きょう
み）をもち、実際（じっさい）に 古代の人と同じように
「耳かざり」 をつくってみる。とても楽しい時間でしたね。

岐阜県 本巣市立真桑小学校（応募時３年）

膳亀 太希 さん

チャレンジの部
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